
滋賀大学教育学部紀要　人文科学 ・社会科学 ・教育科学

No.37　p.p.23-31,1987

'23

デ ィケ ンズのユ ーモ アの言語

・吉 田 孝夫

The　 Language　 of　Humour　 of　Dickens

Takao　 YosHIDA

　 デ ィケ ンズ英語の面白 さの大半 はことばの遊

びにあ る。本論はユ ーモ リス トとしての ディケ

ンズの本領がいか んな く発揮 される彼のユーモ

アの言語 を、語呂遊 び、類音 、縁語 、 もじり、

慣用句の解体、兼用法、迂言法の観点か ら、実

例 を文脈 をた どりなが ら考察する。本文の引用

のテ キス トはThe　 Oxford　 lllustrated　Dickens

に拠 った。

　語 呂遊 びでは同 じ語が異 なった意味合 いで用

い られ る。 ミス ・モ ウチ ャー は、「わた しのお

じい さんの名 は ウォーカー(Walker)で 、 わ た

しが フ ッキー(Hookey)の 屋 敷全部 を継 いで い

ます」 と言 う。Hookey　 Walker![Walker!】

は 疑 い を示す 間投 詞 で 「ばか な!」 。Walker

もHookeyも 実在 しない仮空の ものである。

　 `Do　you　 know　 what　 my　 great　grandfather's

name　 was?,

　 `No,'said　 Steerforth.

　 `lt　was　 Walker,　 my　 sweet　 pet,'replied　 Miss

Mowcher,`and　 he　 came　 of　 a　long　 line　 of

Walkers,　 that　I　inherit　 all　the　Hookey　 estates

from.'(David　 Copperfield(以 下 、　DCと す る),

22)

　 理 髪 師 の ク リ ッ プ が パ ン 屋 の ス イ ッ ク ネ ス

に 、 「ク リ ス マ ス ま で10ポ ン ド貸 し て い た だ け

な い だ ろ う か?」 と尋 ね る と、彼 は 「担 保 は?」

と 返 す 。 ク リ ッ プ が 「お よ そ50個 の か つ ら、2

本 の 床 屋 の 看 板 棒 、6つ の か つ ら 台 〔か つ ら掛

け 〕(head　 blocks)、 そ れ に 死 ん だ ク マ 」 と答

え る と 、 相 手 は 「駄 目 だ 。 俺 は 木 偶 の 坊

(blockheads)に は 用 が な い 」 と取 り合 わ な い 。

headとblockの 入 れ 替 え で か つ ら 台(head

blocks)が 木 偶 の 坊(blockheads)に な っ た 。

　 ℃an　 you　 lend　 me　 a　ten-pound　 note　 till

Christmas?'inquired　 the　 hairdresser　 of止e

stomack.

　 `Where's　 your　 security,　 Mr.　 Clip?'

　 `My　 stock　 in　trade,一there's　 enough　 of　it,

1'mthinking,　 Mr.　 Thicknesse.　 Some　 fifty

wigs,　 two　 poles,　 half・a・dozen　 head　 blocks,　 and

adead　 Bruin.'

　 `No,　 I　won't,　 then,'growled　 out　 Thicknesse.
`Ilends　 nothing　 on　 the　securit

y　of　the　whigs

or　 the　 Poles　 either.　 As　 for　 wh五gs,　 they're

cheats;as　 for　the　Poles,　 theゾve　 got　no　cash.1

:lever　 have　 nothing　 to　 do　 with　 blockheads,

unless　 I　can't　 awoid　 it(ironically),　 and　 a　dead

beaビs　 about　 as　much　 use　 to　me　 as　I　could　 be

to　 a　dead　 bear.'("The　 Mudfog　 and　 Other

Sketches"(Mr.　 Robert　 Bolton),　 Sketches　 by　Boz

(以 下 、 朋 と す る))

　 パ ー カ ー が7年 の 刑 を 終 え て イ ギ リス に 帰 国

し た 時 に 、 彼 に 与 え ら れ た 公 け の 仕 事(post)

は ヘ イ マ ー ケ ッ トの 角 に あ る 柱(post)に す ぎ

な か っ た 。 そ こ で 彼 は 貸 馬 車 営 業 所 の 水 飼 い 係
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助 手 と し て 働 い た 。("Scenes"(17),5:8)。 蒸

気 船 の 甲 板 は 篠 突 く雨 で 煙 る(smoke)よ う に

見 え た の で 、 私 は 下 に 下 り た 。 し か し大 変 多 く

の 乗 客 が そ こ で ま た 喫 煙 し て(smoking)い た

の で 、 再 び 甲 板 に 上 が っ た("The　 Ghost　 of

Art,"Reprinted　 Pieces(以 下 、　 RPと す る))。 「先

ず 一 大 変 な い か さ ま 、 う そ つ き一 ヒ ー プ の 一 頭

か ら一 目 を え ぐ り出 さ(choked　 the　eyes-out

of　the　head)な け れ ば 一 こ の 家 で 一 飲 食 物 一

特 に ポ ン チ 酒 は 一 わ し の の ど に 詰 ま る(choke

me)だ ろ う」と ミ コ ー バ ー は あ え い で 言 う(DC,

49)。 別 れ に あ た り、私 の 伯 母 は 私 〔デ ィ ヴ ィ ッ

ド〕 に ょ い 忠 告(good　 advice)を し 、 多 くの

キ ス(agood　 many　 kisses)を して くれ た(乃 鼠,

19)。

　 動 詞 に 異 な っ た 前 置 詞 ま た は 副 詞 を付 加 させ

る 。 そ れ ゆ え 、 国 会 議 員 の 特 権 侵 害 、 守 衛 官 、

身 に こ た え る 叱 責(heavy　 denunciations)、 も っ

と こ た え る 包 み 金(still　 heavier　 fees)と い っ

た 漠 然 と し た 印 象 が 自 ず と呼 び 起 こ す 畏 怖 の 念

は い っ さ い 捨 て て 、 す ぐ に 建 物 に は い っ て 、 話

を 始 め る こ と に す る(enter　 at　once　 into　 the

building,　 and　upon　 our　subject)("Scenes"(18),

SB)。 割 れ た 窓 の 跡 に す べ て ビ ラ が 張 り 出 さ

れ(were　 billed　 out)、 戸 口 に 横 に 張 ら れ(was

billed　 across)、 放 水 口 に 一 面 に 張 ら れ て い た

(was　 billed　 over)("Bill・sticking,"RP)。 次 例

はbe　 blown　 about[against,　 into,　out】 で あ る 。

　 You　 bumped　 over　 infinite　 chalk,　 until　 you

were　 turned　 out　 at　a　strange　 building　 which

had　 just　left　off　being　 a　barn　 without　 having

quite　 begun　 to　be　a　house,　 where　 nobody　 ex-

pected　 your　 coming,　 or　knew　 what　 to　do　wi止

you　 when　 you　 were　 come,　 and　 where　 you

were　 usually　 blown　 about,'until　 you　 happened

to　be　blown　 against　 the　cold　 beef,　 and　 finally

into　 bed.　 At　 five　 in　 the　 morning　 you　 were

blown　 out　of　bed,　 and　 after　a　dreary　 breakfast,

with　 crumpled　 company,　 in　the　midst　 of　con・

fusion,　 were　 hustled　 on　 board　 a　steamboat

and　 lay　 wretched　 on　 deck　 until　 you　 saw

France　 lunging　 and　 surging　 at　you　 with　 great

vehemence　 over　 the　 bowsprit.　 ("Out　 of

Town,"RP)

　 派生 語 を用 いた語呂遊 び も見 られる。「この

ような文句 が本の表紙(binding)の 裏 に記 さ

れているので、私 の息子 も言 ってい るように、

我 々はそれを信 じないわけにはいか ない(we're

bound(原 文 、 イ タリック)to　 believe　 it)」 と

ク リ ップ は言 った("The　 Mudfog　 and　Other

Sketches"(Mr.　 Robert　 Bolton),5:8)。 同 じ特

許 局 の熱心 な書記(The　 Engrossing　 Clerk)

は 女 王 の 法 案 に 正 式 に署 名 を して くれ た

(engrossed　 the　Queen's　 bill)("A　 Poor　 Man's

Tale　of　A　Patent,"RP)。 彼 女 〔クララ〕 は厳

格(firm)で あ って よい し、またそ うで なけれ

ば な ら な い が、 た だ そ れ も彼 ら の 厳 格 さ

(firmness)に 堪 え る点 だ けであ って、 この世

に彼 らの ような厳格 さ(firmness)は な い と堅

く(firmly)信 じていた(DC,4)。 そ の時 まで

に は馬車 か ら乗 客 は降 りて しまい(was　 clear

of　passengers)、 す ぐに荷物 も下 ろされた(was

cleared　 out)(乃 配,5)。 汽 船 が 出 る(the

steamer　 steams　 out)。 埠 頭 の我 々 は、 船 が揺

れ て煙突 を投 げ出す(roll　 her　funnel　out)か

の よ うに横揺 れす る(rolls)時 、 喜ぶ("Out

of　Town,"RP)。

　 類音 も語呂合 わせ と同 じように、 くだけた文

脈 で用 い られ る。暖 か い 日だったの に、老婆

〔フィビ ッッソ ン失人〕 は火のこ としか考えて

いないようだ った。火 にかか っているシチ ュー

鍋 に も、焼 き餅 を焼 いてい るようだ った。その

鍋 で私 の卵 をゆでた り(boiling　 my　egg)、 ベ ー

コ ンをあ ぶった りす る(broiling　 my　bacon)

こ とが 、ひど く気 に くわない ようだった(DC,

5)。 私 は ドーヴ ァの伯 母の家 にた ど りつ く。

居 間の窓ご しの小 さなテーブル、大 きな椅子 を

ながめていると、何 だか彼女が威風 堂々 ど(in

awful　state)坐 ってい るような気がす る。私の

靴 は、 もう既 に、 み じめな格好 に(inawoe-

ful　condition)な っ ていた(1う 鼠,13)。2人 の

娘 は 服 か ら 裁 ち 切 れ と糸 屑(shreds　 and

threads)を 払 い落 と し、店 を片付 けた り、客

の応対 をす るために、店にはいった(乃 楓,9)。

我 々 はチ ャリング ・クロス(Charing　 Cross)

の 馬 車 宿、 ゴール デ ン ・クロ ス(the　 Golden

Cross)に 着 い た。 当時 そ こは囲 りが狭苦 しい



ディケンズのユーモアの言語 25

(close)か び 臭 い 建 物 だ っ た(乃 鼠,19)。 次 例

は`abroad'「 広 ま っ て い る 」 と`a　 broad'(・

faced)「 幅 の 広 い(顔 の)」 の 組 み 合 わ せ で あ る。

　 There　 is　a　vague　 belief　 abroad,　 that　 the

beef　 suet　with　 which　 he　anoints　 his　hair　gives

him　 unnatural　 strength,　 and　 that　he　is　a　match

for　a　man.　 He　 is　a　broad-faced,　 bull・necked

young　 butcher,　 with　 rough　 red　cheeks,　 an　ill・

conditioned　 mind,　 and　 an　 injurious　 tongue.

(乃 妖18)

　 う ろ 覚 え に よ っ て 起 こ る 類 音 の 笑 い が あ る 。

無 教 養 な 人 物 が 気 取 っ た 言 い 方 を した り、 学 を

ひ け ら か す 時 に し ば しば 見 ら れ る 。 ペ ゴ テ ィ ー

は デ ィ ヴ ィ ッ ド宛 の 手 紙 で 、 人 間 と い う の は 分

か ら な い も の 、 で も 、 ミ ス ・ベ ッチ ー が 、 い ま

ま で 考 え て い た 人 と は 、 こ ん な に も違 っ て い た

と は 教 訓(aMoral)で す 、 と書 く(乃 鼠,17)。

aMoralはaMarvel[Miracle](驚 き)の 勘 違

い 。 タ ラ ップ 夫 人 は ミス ・ベ ッ チ ー の2つ の こ

と ば は 、 名 誉 毀 損 に 値 す る 、 と 言 っ て 、 我 が 国

の 特 権 の 擁 護 者 で あ る 英 国 の 陪 審(a"British

Judy")に 訴 え る 、 と 息 巻 く(乃 鉱,35)。 　Judy

はJuryの 誤 用 。　Judyは 、 イ ギ リ ス の 操 り人 形

芝 居 「パ ン チ と ジ ュ デ ィ」 の 女 主 人 公 。

　 紳 士 は 、 「手 の 中 の1羽 の 鳥 は だ わ ご と

(Bosh)の2羽 の 鳥 の 価 値 が あ る」 と言 う 。

　 `Abird　 in　the　 hand,'said　 the　 gentleman,

reading　 his　last　entry　 with　 great　 solemnity,`1S

worth　 two　 in　the　Bosh.'

　 `Truly　 I　am　 of　 the　 same　 opinion,'said　 I,
`b
ut　shouldn't　 it　be　Bush?'

　 `lt　came　 to　 me,　 Bosh,'returned　 the　 gen-

tleman.

("The　 Haunted　 House,"Christmas　 Stories)

　 頭 韻 、 脚 韻 も笑 い の 手 段 と し て 用 い ら れ る 。

前 の 晩 、 ス テ ィ ア フ ォ ー ス と一 緒(Steerforth's

companionship)だ っ た り 、 ス テ ィ ア フ ォ ー ス

夫 人 の 打 明 け 話(Mrs.　 Steerforth's　 confi-

dence)、 ミ ス ・ ダ ー ト ル の 会 話(Miss　 Dar・

tle's　conversation)で 、 私 は ず い ぶ ん 偉 くな っ

て 、 大 人 に な っ た よ う な 気 が し た(DC,

21)。 彼 ら 〔マ ー ドス ト ン姉 弟 〕 は 私 を 嫌 っ て

お り 、 む っ つ り 　 (sullenly)、 い か め し く

(sternly)、 着 実 に(steadily)私 を 無 視 し た

(乃罎,10)。 「私 は 怒 りっ ぽ く気 む ず か しい

(cross　cranky)老 婆 にな るまで貴 方 と一緒 に

いる積 りです」とべ ゴテ ィーは言 う(乃 罎,8)。

「私 は長 い間
、意 地悪で、古 くさい(grumpy,

frumpy)、 わ が ままな女 で した」 と ミス ・ベ ッ

チーが言 った(乃 楓,44)。 彼 女 は第47章 で も

`my　gru
mpy,　frumpy　 story'を 用 い る。 私 はこ

の ような うとうと気持 のよい(cosey ,　dosey)、

時代遅 れの、眠けを催す集 ま りに加 わったこ と

はない(乃 砿23)。 「プライマー氏 は彼 につ い

て女性が寄 り合 っている船尾楼(poop)に 行 っ

た。荒波が砕ける と、彼女 らはい つせ いに鶏か

ご(hen-coop)を つ か ん だ」("The　 Long

Voyage,"RP)。

　 同義語の反復 には頭韻、脚韻が好 んで用 いら

れ る。`topsy・turvy'「 あ べ こべ の」、`hoity-

toity'「 うわつ いた」 の よ うに成句 になった も

のが ある。私は肉屋 の小僧 とな ぐ り合 った。私

はどちらが私で、 どちらが肉屋 なのか見当がつ

か ず 、す っか りもつ れ合 っ て(insuchatan・

gle　and　tussle)、 踏 みに じった草 の上 をころが

り回 る(D(}18)。 「これ、 ロ シア公 爵の 爪だ

よ。 彼 をめ ちゃ くちゃの(topsy-turvy)ア ル

フ ァベ ット公 と呼 んでい るけど。 というの は彼

の名前 にはアルフ ァベ ットの文字が全部、無茶

苦 茶 に(higgledy・piggledy)は い って い るか

ら」 とマニキ ュア師の ミス ・モ ウチ ャーが言 っ

た(乃 鼠,22)。 ロ シ ア 人 の 名 前 に は

`Alexeivich'
,`Waliszewski',`Yourieffskaia'の

よ うに字数の多い ものが沢山ある。召使 たちの

頭 はす っか り混乱 した(addled　 and　muddled)

ので 、彼 らは奇跡 的なことをや っている ような

気が した("Prince　 Bull.　A　Fairy　 Tale,"RP)。

「もしあ なたが画家で、1週 間ぶ っつづ けに私

のの どを描か れた ら、そこに多 くのこぶ(lumps

and　bumps)が 見 えると思 う」 とモデル は言 う

　("The　 Ghost　 of　Art,"1～P)。 「あ なた は私の脚

が まるで2本 の老木の幹であるかの ように節 く

れだ ってい る(as　 knotty　and　knobby)の が 分

か るで しょう」 とモ デ ルは言 っ た(1う 鼠)。

hoity・toityが 間 投 詞 として用 い られた例 で あ

る。

　 `Why,　 he　don't　mean　 to　say　he's　going!'ex.

claimed　 Mrs.　 Grudden,　 making　 her　way　 to一
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wards　 Mrs,　 Crummles.`Hoity　 toity!Non-

sense.'(1>icholas　 Nickleby,29)

　 `Will(原 文 、 イ タ リ ッ 、ク)you　 be　 good,

Sir?'she[the　 Fairy　 Grandmarina】exclaimed,

stamping　 her　 foot　 on　 the　 ground.`The　 reason

for　 this.　 and　 the　 reason　 for　 that.　 indeed!You　 　 　 　 ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,

are　 always　 wanting　 the　 reason.　 No　 reason.

There!Hoity　 toity　 me!Iam　 sick　 of　 your

grown・up　 reasons.'("Holiday　 Romance"(2),

RP)

　 次 例 はhiggling　 and　 hagglingで あ る 。

　 `Now,　 without　 any　 higgling　 and　 haggling

about　 it,　what　 I　want　 is　to　 sell,　 and　 that's　 my

price.("The　 Detective　 Police,"RIう

　 縁 語 は あ る 語 と 意 味 上 の 関 連 を 持 つ 語 で あ

る 。 私 に は ま る で い く ら か の 真 実(some

grains　 of　truth)が 船 上 か ら もみ 殻 の 嵐 の 海(a

tempestuous　 sea　of　chaff)に こ ぼ れ 落 ち る か

の よ う に 思 わ れ る("The　 Ghost　 of　Art,"・1～P)。

grain「 穀 粒 」 はchaff「 も み 殻 」 と 縁 語 。

grainはThere　 is　not　 a　grain　 of　truth　in　what

he　said.「 彼 の 言 っ た こ と に は 一 片 の 真 実 も 含

ま れ て い な い 」 の よ う に 主 に 否 定 文 で 用 い られ

る 。 我 々 は 浮 浪 者 〔泥 棒 〕(water-rats　 of　hu-

man　 growth)を 見 張 り、 明 か り を 隠 し 、 と ぎ

れ と ぎ れ の さ さ や き声 で 、 ネ ズ ミの よ う に 静 か

に(as　 quiet　 as　mice)、 物 陰 に 身 を ひ そ め て い

た("Down　 with　 the　Tide,"RP)。 マ ー ドス ト

ン嬢 に は 少 し も 軽 や か な 〔空 に 登 る 〕(airy)

と こ ろ は な か っ た が 、 起 床 の 点 で は 完 壁 な ひ ば

り(Lark)だ っ た 。　rise[get　 up】with　 the　lark

「早 起 き す る」 と い う成 句 が あ る
。

　 Though　 there　 was　 nothing　 very　 airy　 about

Miss　 Murdstone,　 she　 was　 a　perfect　 Lark　 in

point　 of　getting　 up.　She　 was　 up　 (and,　as　I　be・

lieve　 to　this　hour,　 looking　 for　that　man)be-

fore　anybody　 in　the　 house　 was　 stirring.　 Peg.

gotty　 gave　 it　as　her　 opinion　 that　 she　 even

slept　with　 one　 eye　 open;but　 I　could　 not　 con・

cur　 in　this　 idea;for　 I　tried　 it　myself　 after

hearing　 the　suggestion　 thrown　 out,　and　 found

it　couldn't　 be　done.(DC,4)

　 次 例 はshaver「 小 僧 〔剃 り 師 〕」、　sharp「 頭

の よ く切 れ る 〔切 れ 味 の よ い 〕」、Brooks　 of

Sheffield(Sheffieldは 刃 物 の 名 産 地 で 、

Brooksは そ の 土 地 の 有 名 な 刃 物 師)が そ れ ぞ

れ 縁 語 に な っ て い る 。以 下 は 、う ぶ な 子 供 の デ ィ

ヴ ィ ッ ド を 前 に し て の マ ー ドス ト ン と 彼 の 友

人 、 ク ィ ニ オ ンの 会 話 で あ る 。

　 `And　 who's　 this　 shaver?'said　 one　 of　the

gentlemen,　 taking　 hold　 of　me.

　 `That's　 Davy,'returned　 Mr.　 Murdstone.

　 `Davy　 who?'said　 the　gentleman.`Jones?'

　 ℃opperfield,'said　 Mr.　 Murdstone.

　 `What1　 Bewitching　 Mrs.　 Copperfield's　 in・

cumbrance?'cried　 the　gentleman.`The　 pretty

little　widow?'

　 `Quinion,'said　 Mr.　 Murdstone,`take　 care,　if

you　 please.　 Somebody's　 sharp.'

　 `Who　 is?'asked　 the　gentleman,　 laughing.

　 I　 looked　 up,　 quickly;　 being　 curious　 to

know.

　 `Only　 Brooks　 of　Sheffield,'said　 Mr.　 Murd-

stone.

　 Iwas　 quite　 relieved　 to　 find　 that　 it　was　 only

Brooks　 of　 Sheffield;for,　 at　 first,　 I　 really

thought　 it　was　 I.(Ibid.,2)

　 もじ りは 「海外」に対 して 「空外」 と言 った

りす る類いで、 もとの表現 をかえて滑稽 に した

こ とばの 創造 的 営 みで あ る。 「前 進 だ(Ride

on)!必 要 とあ らばがむ しゃらに(Rough・shod

if　need　 be)、 .そ れ で よ け れ ば お だ や か に

(smooth・shod　 if　that　will　do)、 しか し、前 進

あ るのみ だ!」 とステ ィア フォー ス は言 った

(DC,28)。`rough-shod'は 「馬 に蹄鉄 をつ けて」

の意 味で、`ride　rough・shod'は 比 喩 的 に 「我意

を通す」。smooth-shodはrough・shodに 対 して

用 いた もので、「蹄鉄 をつ けず に」の意味 か ら「無

理 をさせず に」。我々 は週末 の回って くるのが

遅 い だ け に(週 末 は)楽 しかった(were　 as

happy　 as　the　week　 was　 long)　 (乃 畝,41)。`as

happy　 as　the　day　is　long'「 と て も幸 せ な」 と

い う言 い回 しがある。私 は、大事 な日に、 どの

ような服 を着て行 った らいいか、い ろい ろ迷 っ

た(was　 in　several　 minds)(lbid.)。`be　 in

two　minds'「 決 めかねてい る」 とい う慣用句が
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あ る 。 こ の 手 紙 を 持 っ て(こ れ が 私 の 手 か ら離

れ る や 否 や 、 こ れ を取 り も ど し た い 気 持 で 、 心

は 千 々 に 乱 れ た(was　 in　twenty　 minds))、 配 達

人 は 帰 っ て 行 っ た(乃 鼠,25)。`twenty'は 漠 然

と数 の 多 い こ と を 示 す 。 ミ コ ー バ ー 氏 は 裁 判 官

の 目 で(in　 his　judicial　 mind's　 eye)、 大 法 官 に

な っ た 自 分 の 姿 を 思 い 浮 か べ て い た よ う だ

(乃 鼠,36)。in　 the　mind's　 eye「 心 の 目 で 、 想

像 で 」 と い う 成 句 が あ る 。 次 例 の`aleave-boy'

「外 出 許 可 を 得 た 者 」 は`afoundation -boy'「 給

費 生 」 の も じ りで あ る 。

　 All　through　 my　 time　 as　a　foundation・boy,　 I

was　 within　 a　few　 miles　 of　Brother　 Hawkyard's

congregation;and,　 whenever　 I　was　 what　 we

called　 a　leave・boy　 on　 a　Sunday,　 I　went　 over

there　 at　his　desire.("George　 Silverman's　 Ex-

planation"(6),1～ ∫う

　 点 燈 夫 の トム ・グ リ ッグ は 、 大 変 陰 気 な 顔 を

して 彼 女 を抱 き しめ 、 石 の 心 を 一 賢 者 の 石 の 心

を 持 っ た 人 を も(aheart　 of　stone-even　 of

philosopher's　 stone)動 か す よ う な う め き声 を

出 す("The　 Lamplighter,"RP)。`a　 heart　 of

stone'は 「冷 酷 〔無 情 〕 な 人 」。　philosopher's

stone「 賢 者 の 石 」 は 錬 金 術 で 卑 金 属 を 金 ・銀

に 変 え る 力 が あ る と 信 じ ら れ て い た 。 ミ ス ・

マ ー ドス ト ン は 、「怠 惰 は 諸 悪 の 根 源 」(idleness

is　the　 root　 of　all　evil)と 言 う(DC,10)。

Money　 is　the　root　 of　all　evil.「 金 銭 欲 が 諸 悪

の 根 源 」 〈〔聖 〕1テ モ テ6:10>が あ る 。 事 務

弁 護 士 の ウ ォー タ ー ブ ル ッ ク は 攻 城 ば し ご を

持 っ て 生 ま れ た(had　 been　 born　 with　 a

scaling-ladder)。 　be　born　 with　 a　silver　 spoon

in　one's　 mouth「 金 持 の 家 に 生 ま れ る 」 と い う

表 現 が あ る 。

　 Iwas　 much　 impressed　 by　 the　 extremely

comfortable　 and　 satisfied　 manner　 in　 which

Mr.　 Waterbrook　 delivered　 himself　 of　this　lit・

tle　word`Yes,'every　 now　 and　 then.　 There

was　 wonderful　 expression　 in　it.　It　completely

conveyed　 the　 idea　 of　a　man　 who　 had　 been

born,　 not　to　say　with　 a　silver　 spoon,　 but　with

ascaling・ladder,　 and　 had　 gone　 on　 mounting

all　the　heights　 of　life　one　 after　another,　 until

now　 he　 looked,　 from　 the　 top　 of　the　fortifica。

tions,　 with　 the　eye　 of　a　philosopher　 and　 a　pa-

tron,　 on　 the　 people　 down　 in　 the　 trenches.

(1う渥,25)

　 `all　the　world　 and　 his　wife'は 話 し こ と ば で

「猫 も杓 子 も」と い う 滑 稽 な 言 い 回 しで あ る が
、

`(not)f
or　the　world'の 強 意 形 と し て 用 い ら れ

た 。

　 `Me　 leave　 you,　 my　 precious!'cried　 Peggot・

ty.`Not　 for　all　the　world　 and　 his　 wife.　 Why,

what's　 put　 that　 in　 your　 silly　 little　 head?'

(1鋸,8)

　 漁 師 の ミス タ ・ペ ゴ テ ィ ー は 、 「も し今 夜 が 、

わ しの 生 涯 で 一 番 輝 か し い 日 で な か っ た ら、 わ

し は エ ビ で す 」(lf　 this　 ain't　 the　 brightest

night　 o'my　 life,1'm　 a　shellfish.)と 言 う(乃 鼠,

21)。 強 い 否 定 ・断 定 を 表 わ す 成 句 、If　it　isn't

true,1'm　 a　Dutchman,「 そ れ が 本 当 で な か っ た

ら 、 首 を や る 」 が あ る 。 次 の`ln　 the　name　 of

blind　 ill・fortune'「 一 体 全 体 」 はin　 the　name

of　Godを 下 地 に して い る 。　blindは 恋 の 文 脈 で

用 い ら れ た 、Love　 is　blind,「 恋 は 盲 目」 の

blindで あ る 。

　 `May　 the　Father　 of　all　Evil　 confound　 him,'

said　 the　little　woman,　 holding　 up　 her　forefin.

ger　 between　 me　 and　 her　 sparkling　 eyes;`and

ten　times　 more　 confound　 that　wicked　 servant・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

but　I　believed　 it　was　 you(原 文 、 イ タ リ ッ ク)

who　 had　 a　boyish　 passion　 for　her1'

　 `1?'Irepeated.　 ,

　 ℃hild,　 child!In　 the　 name　 of　 blind　 ill.

fortune,'cried　 Miss　 Mowcher,　 wringing　 her

hands　 impatiently,　 as　 she　 went　 to　 and　 fro

again　 upon　 the　 fender,`why　 did　 you　 praise

' her　so,　and　 blush,　 and　 look　 disturbed?'　 (16鼠,

32)

　 私 は 首 っ た け の ド ー ラ の こ とで ミ ス ・ ミ ル ズ

に 手 紙 を書 い た 。 私 の 理 性 は 、 そ の 王 座 か ら 転

落 しそ う で あ る 。こ れ を 阻 止 で き る の は 、ミ ス ・

ミ ル ズ 、 貴 方 だ け で あ る 。 そ し て 最 後 に 、

`h
ers　distractedly'(狂 気 の 沙 汰 よ り)と 署 名

し た(乃 鼠,38)。 手 紙 の 終 わ り にYours　 sin・

cerely(敬 具)と 書 く。

慣用句の解体は慣用表現を文字通 りにとるこ
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と ば の 遊 び で あ る 。 観 念 的 な 意 味 合 い で 用 い ら

れ る 慣 用 句 を字 義 通 り の 第 一 義 に も ど して 、 表

現 を視 覚 的 に す る。

　　「息 子 は す ば ら し い 頭 声 〔最 高 に 甲 高 い 声 〕

(head・voice)で ね 。 だ か ら 、 は じ め は 合 唱 隊

に 入 る だ ろ う 」と ミ コ ー バ ー 氏 は 言 っ た 。ミ コ ー

バ ー坊 や を 見 る と 、 な る ほ ど 、 彼 の 声 が ま ゆ の

背 後 か ら 出 そ う な 顔 を し て い た 。

　 `Yes,'said　 Mr.　 Micawber.`He　 has　 a　remark-

able　 head・voice,　 and　 will　 commence　 as　 a

chorister.　 Our　 residence　 at　Canterbury,　 and

our　 local　 connexion,　 will,　 no　 doubt,　 enable

him　 to　take　 advantage　 of　any　 vacancy　 that

may　 arise　in　the　Cathedral　 corps.'

　 On　 looking　 at　Master　 Micawber　 again,　 I

saw　 that　he　had　 a　certain　 expression　 of　face,

as　 if　his　 voice　 were　 behind　 his　 eyebrows;

where　 it　presently　 appeared　 to　be,　on　his　sing・

ing　 us(as　 an　 alternative　 between　 that　 and

bed),`The　 Wood・Pecker　 tapping.'(1)C,36)

　 痩 せ た 老 人 は 、 小 さ な チ ャ ボ の よ う な 声 を

い っ ぱ い に 張 り上 げ て 、 話 を は じめ る に あ た っ

て 、自 分 自 身 の 目 や 人 の 目 を の の し る(invokes

damnation　 upon　 his　 own　 eyes　 or　 somebody

else's)「("Scenes"(18),　 SB)。 彼 は 、 話 の は

じ あ に 、 「く そ っ」、 「こ ん ち く し ょ う 」 を 連 発

し た の で あ る 。`damn　 one's　 eyes'は 怒 り ・当

惑 ・嫌 悪 な ど を 表 わ す 間 投 詞 と し て 用 い ら れ

る 。 心 臓 が 破 裂 す る こ と(abroken　 heart)が

死 を 意 味 す る と し た ら 、 私 の 心 臓 は 破 裂 し な

か っ た(my　 heart　 did　not　break)。 と い う の は 、

私 は 生 き 抜 い た か ら で あ る("George　 Silver-

man's　 Explanation"(9),　 RP)。 　 a　broken

heart「 傷 心 」、break　 one's　 heart「 悲 嘆 に 暮 れ る 」

と い う言 い 回 しが あ る 。5時 に 勅 語 奉 答 文 の 答

辞 人 が 「立 ち 上 が る 」("on　 his　legs")予 定 で

あ る 。 ま る で 答 辞 人 が 時 に は 逆 立 ち す る

(standing　 on　 their　heads)癖 が あ る か の よ う

に 、 新 聞 は 時 々 、 新 奇 な 表 現 を す る 。on　 one's

legsは 「(演 説 者 な ど が)立 ち 上 が っ て 演 説 す

る 」。 こ こ で は 「答 辞 を読 む 」。

　 Half・past　 four　o'clock-and　 at　five　the　mov-

er　of　the　Address　 will　be"on　 his　legs,"as　 the

newspapers　 announce　 sometimes　 by　 way　 of

novelty,　 as　if　speakers　 were　 occasionally　 in

the　 　habit　 of　 standing　 　on　 　their　 　heads.

(``Scenes"(18),　 8B)

　 鼻 の 尖 っ た 小 柄 な 紳 士 は 国 会 議 員 で 、 素 人 消

防 士 み た い だ っ た が 、 両 院 が 大 火 に 見 舞 わ れ た

時 、彼'と 有 名 な 消 防 夫 は め ざ ま し い 活 躍 を し た 。

彼 ら は 自 分 た ち が 大 変 な 善 行 を 施 し て い る と 思、

い 込 ん で 、上 に 下 に 、中 に 外 に と駆 け 回 り、人 々

の 足 の 下 に も ぐ り込 み 、 皆 の 行 く手 に は い り込

ん だ(getting　 under　 people's　 feet,　and　 into

everybody's　 way)　 (乃 渥)。 　 get　 into　 one's

wayで 「人 の 邪 魔 に な る 」。 ク ヲ ッ プ 失 人 は 大

変 怒 っ て デ ィ ッ ク に 、 「あ そ こ は と て も狭 苦 し

い(there　 wasn't　 room　 to　swing　 a　cat)」 と 念

を お し た が 、 知 恵 遅 れ の 彼 は デ ィ ヴ ィ ッ ド に 、

「私 は 猫 を 振 り 回 し(swing　 a　cat)た く な い
。

絶 対 そ ん な こ と は し な い 」 と 言 う 。There　 is

no　room　 to　swing　 a　cat,「 と て も狭 苦 し い 」 と

い う 成 句 が あ る 。`swing　 a　cat'は 猫 を 尻 尾 で ぶ

ら 下 げ て 戯 れ る こ と 。

　 Mrs.　 Crupp　 had　 indignantly　 assured　 him

that　 there　 wasn't　 room　 to　swing　 a　cat　there;

but,　as　Mr.　 Dick　 justly　observed　 to　me,　 sitting

down　 on　 the　foot　of　the　bed,　 nursing　 his　leg,

`Y
ou　know,　 Trotwood,　 I　don't　 want　 to　swing　 a

cat.　I　never　 do　 swing　 a　cat.　Therefore,　 what

does　 that　signify　 to　me.!(原 文 、 イ タ リ ッ ク)'

(DC,35)

　 デ ィ ヴ ィ ッ ドの`look　 about　 me'「 ゆ っ く り計

画 を 練 る 、 慎 重 に 考 慮 す る 」 を ス テ ィ ア フ ォ ー

ス は 字 義 通 りの 「周 囲 を 見 回 す 」 で か ら か う。

　 `Why,　 she　 reminds　 me,　 Steerforth,'said　 I,
`th
at　I　came　 out　 on　 this　expedition　 to　look

about　 me,　 and　 to　think　 a　little.'

　 `Which,　 of　course,　 you　 have　 done?'

　 `lndeed　 I　can't　 say　 I　have,　 particularly.　 To

tell　you　 the　truth,　I　am　 afraid　 I　had　 forgotten

It.'

　 `Well!look　 about　 you　 now,　 and　 make　 up　 for

your　 negligence,'said　 Steerforth.`Look　 to

the　 right,　 and　 you'11　 see　 a　flat　 country,　 with　 a

good　 deal　 of　 marsh　 in　 it;look　 to　 the　 left,　 and

you'11　 see　 the　 same.　 Look　 to　 the　 front,　 a:id

you'11　 find　 no　 difference;look　 to　 the　 rear,　 and
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there　 it　is　still.'(1ゐ`とま,23)

　 デ ィ ヴ ィ ッ ドが 思 い を寄 せ る ラ ー キ ン ズ 嬢 は

青 い 服 を 着 、 髪 に 青 い 花 、 勿 忘 草(forget・me・

nots)を か ざ し て い る 。 ま る で 彼 女 で も勿 忘 草

を つ け る 必 要 が あ る か の よ う に 。forget-me・

not「 勿 忘 草(私 を 忘 れ な い で)」 は 貞 節 ・友 情

の 象 徴 で あ る 。

　 1[David】repair　 to　 the　 enchanted　 house,

where　 there　 are　 lights,　 chattering,　 music,

flowers,　 officers(I　 am　 sorry　 to　see),　and　 the

eldest　 Miss　 Larkins,　 a　blaze　 of　beauty.　 She　 is

dressed　 in　blue,　 with　 blue　 flowers　 in　her　hair

-forget-me-nots .　As　 if　she(原 文,イ タ リ ッ ク)

had　 any　 need　 to　wear　 forget・me・nots!(1堀 ,

18)

　 「メ ル 先 生 、 我 を 忘 れ て し ま っ た の で は な い

だ ろ う ね(you　 have　 not　 forgotten　 yourself,　 I

hope?)」 の ク リ ー ク ル 校 長 の 抗 議 に 、 メ ル 先

生 は 、 「い い え 、 我 に 返 っ て い ま す(Ihave　 re・

membered　 myself)。 自 分 を 忘 れ て は い ませ ん 」

と 返 す(乃 躍,7)。 次 例 は 、the　 dull　 High

Street「 活 気 の な い 大 通 り」 で はHigh　 Street

の 名 が 泣 く の で 、Low　 Street「 低 い 通 り」、

Flat　 Street「 平 ら な 通 り」、　 Low-Spirited

Street「 元 気 の な い 通 り」、　Used・up　 Street「 疲

れ 果 て た 通 り」 に 改 名 す べ き だ と 言 う 。high

に は 、 「陽 気 な 、 元 気 の よ い 」 の 意 味 が あ る 。

　 The　 Refreshment　 Room　 at　that　Station　 is　a

vortex　 of　dissipation　 compared　 with　 the　 ex-

tinct　 town。inn,　 the　 Dodo,　 in　 the　 dull　 High

Street.

　 Why　 High　 Street?Why　 not　 rather　 Low

Street,　 Flat　 Street,　 Low-Spirited　 Street,

Used-up　 Street?("A　 PIated　 Article ,"1～∫う

　兼用法 は語 を文字通 りの意味 と比喩的 な意 味

で用 いる。両者の意味のずれか らくる面 白さが

ある。我 々は自分たちに経験 が無 いことを感 じ

てい た し、 自分 た ちだ けで は どうに もな らな

かった。 もし女中のメ リー ・ア ンに少 しで も情

け(any　 mercy)が あ れ ば、我 々は当然 、彼女

の意 の ままに(at　 her　mercy)な っ ていただろ

う(DC,44)。 「ロシア公爵 は鼻声 で話 しなが ら、

気 前 よ く払 っ て くれ る の よ」(Pays　 as　he

speaks,　 my　 dear　 child-through　 the　 nose)　 と

ミ ス ・モ ウ チ ャ ー は 答 え た 。 「公 爵 は あ な た 方

み た い な ひ げ の 短 い 人 〔ケ チ ン 坊 〕(close

shavers)で は な い の だ か ら」

　 `(The　 Russian　 Prince)Pays　 as　 he　 speaks,

my　 dear　 child-through　 the　 nose,'　 replied

Miss　 Mowcher.`None　 of　your　 close　 shavers

the　Prince　 ain't.　You'd　 say　 so,　if　you　 saw　 his

moustachios(=moustaches).　 Red　 by　 nature,

black　 by　art.'(1う 鼠,22)

　 pay　 through　 the　noseは 話 し こ と ば で 「法 外

な 金 を払 う」。speak　 through　 the　nose「 鼻 声 を

出 す 」。

　 点 燈 夫 は 大 体 、 丘 ほ ど古 く 〔き わ め て 古 く〕

(as　old　as　the　hills)な い に し て も、 少 な く

と も 、 街 路 と 同 じ く ら い 古 い(as　 old　 as　the

streets)("The　 Lamplighter,"RP)。 乗 合 馬 車

の 若 い 車 掌 は 、 類 い ま れ な 献 身 の 見 本 だ 。 雇 用

者 に対 す る 献 身 が い さ さ か 度 を 過 ぎ て 、 絶 え ず

面 倒 を起 こ し(getting　 him　 into　trouble)時 々 、

感 化 院 に お 世 話 に な っ て い る(into　 the　house

of　correction)("Scenes"(16),　 SB)。 彼 女 〔ミ

ス ・モ ウ チ ャ ー〕 は 炉 囲 い か ら下 り て い て(had

got　over　 the　fender)、 私 は 疑 い が 晴 れ て い た

(had　 got　over　 my　 suspicion)(DC,32)。 「仮

に 彼 女 〔エ ミ リ ー 〕 が 、(自 殺 を す る た め に)

ナ イ フ を 手 に 入 れ た り(got　 to　a　knife)、 海 に

行 く(got　 to　the　sea)よ う な こ と が な くて も、

大 理 石 の 床 に 頭 を ぶ っ つ け て い た で し ょ う」 と

り テ ィ マ ー は 言 う(乃 楓46)。 「コ ッパ フ イ ー

ル ド」ユ ラ イ ア は つ い に 、あ え ぐ よ う な 声 で 言 っ

た 。 「気 で も 狂 っ た の か?(have　 you　 taken

leave　 oflyour　 senses?)」 「貴 様 と は お さ ら ば だ

(lhave　 taken　 leave　 of　you)」 私 は 、 つ か ま

れ た 手 を 振 り ほ ど い て 言 っ た(乃 渥,42)。 「お

前 、 私 た ち が 不 注 意 な た め に 、 お 金 を 失 く し 、

不 快 な 思 い を し 、 時 に は 腹 を 立 て る(lose

money　 and　 comfort,　 and　 even　 temper)だ け で

は す ま さ れ な い の だ よ 」 と私 は ドー ラ を諌 め る

(1帽.,48)。 家 事 は 独 り で に 運 ば れ た(kept

itself)の で 、 我 々 は1人 の 召 使 を 雇 っ た(kept

apage)(1ゐ ∫4)。 ヒ ー プ 失 人 は 少 な く と も(編

物 の)手 を 休 め た り(left　 off)、 一 瞬 も 私 た ち

の そ ば を 離 れ(left　 us)な か っ た(lbid,39)。
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「私 の 記 憶 は 私 の 息 同 様 に 短 く な っ た(my

memory　 has　 got　 as　short　 as　my　 breath)　 よ う

に 思 う」 と オ ー マ ー は 言 っ た(乃 罎,21)。cast

[throw,　 fling]…to　 the　windsは 「… を 無 視 す

る 」 で あ る 。 次 例 はgive…to　 the　 windに

which　 was　 blowing(い ま 吹 い て い る)が 付 加

さ れ た 。

　 She【a　 young　 woman)was　 lightly　 dressed,

looked　 bold,　 and　 haggard,　 and　 flaunting,　 and

poor;but　 seemed,　 for　the　time,　 to　have　 given

all　that　to　the　 wind　 which　 was　 blowing,　 and

to　have　 nothing　 in　her　 mind　 but　 going　 after

them.(乃 渥,22)

　 兼 用 法 以 外 の こ と ば の 対 比 を示 そ う。 彼 〔国

会 議 員 の1人 〕 は 自 分 を 乗 ぜ て 帰 る 貸 馬 車 の 御

者 を 自 ら 買 っ て 出 た り(the　 volunteer　 driver

of　the　hackney・coach)、 我 知 ら ず 酒 宴 を ぶ ち

こ わ し た(the　 involuntary　 upsetter　 of　 the

whole　 party)　 ("Scenes"(18),　 SB)。 パ ー カ ー

氏 が こ の 役 職 に つ い て 何 か 月 も し な い う ち に 、

最 初 の 乗 合 馬 車 が 出 現 し て 、 民 心 を 新 た な 方 向

へ 向 け さ せ(caused　 the　public　 mind・to　 go　 in

anew　 direction)、 多 数 の 貸 馬 車 を ど こ に も 向

け さ せ な い よ う に し た(prevented　 a　great

many　 hackney・coaches　 from　 going　 in　 any

direction　 at　all)("Scenes"(17),　 SB)。 移 民

船 に'は 、 生 ま れ て1、2週 間 に しか な ら な い

(had　 but　 a　week　 or　two　 of　life　behind　 them)

赤 ん 坊 か ら 、 余 命 が1、2週 間 しか(have　 but

aweek　 or　two　 of　life　before　 them)な さ そ う

な 、 腰 の 曲 っ た 老 人 ま で い た 。

　 From　 babies　 who　 had　 but　a　week　 or　two　 of

life　behind　 them,　 to　 crooked　 old　 men　 and

women　 who　 seemed　 to　have　 but　 a　week　 or

two　 of　life　before　 them;and　 from　 ploughmen

bodily　 carrying　 out　 soil　of　England　 on　 their

boots　 to　smiths　 taking　 away　 samples　 of　its

soot　 and　 smoke　 upon　 their　 skins;every'age

and　 occupation　 appeared　 to　be　crammed　 into

the　narrow　 compass　 of　the'tween　 decks.(DC,

57)

　 不 気 味 な 老 婆 が い て 、 内 は す べ て 骸 骨(all

skeleton　 within)、 外 は す べ て ボ ン'ネ ッ ト と 外

套(all　 bonnet　 and　 cloak　 without)で 、 汚 い

ぞ う き ん の よ う な ハ ン カ チ で 目 を ふ い て い た

("AWalk　 in　a　Workhouse,"RP)。 私 は 古 着

商 に9ペ ン ス で チ ョ ッ キ を 売 っ た 。 店 か ら出 る

時 は そ の 額 だ け 金 持 ち に な り(the　 richer　 by

that　sum)、 チ ョ ッ キ1枚 だ け 貧 乏 に な っ た 。

(the　poorer　 by　 a　waistcoat)(DC,13)。.下 宿

屋 の タ ラ ッ プ 美 人 は 、 「若 い 男 性 に は と て も お

洒 落 な 方 も あ っ た り(may　 be　over・careful　 of

himself)、 風 采 を 構 わ な い 方 も い ら っ し ゃ る

(may　 be　 under・careful　 of　himself)」 と 言 う

　(1ゐ 鼠,26)。

　 次 例 は 主 語 と 目 的 語 を 入 れ 換 え た 表 現 の 面 白

さ で あ る 。 エ ー ル 酒 と トー ス トが 彼 女 〔ミス ・

ベ ッ チ ー 〕 に 準 備 さ れ る(it　 was　 ready　 for　her)

と 、 彼 女 は そ れ を 待 ち う け て い た(she　 was

ready　 for　it)。

　 Iwarmed　 the　ale　and　 made　 the　toast　 on　the

usual　 infallible　 principles.　 When　 it　was　 ready

for　her,　she　 was　 ready　 for　it,　with　 her　 night・

cap　 on,　and　 the　skirt　of　her　gown　 turned　 back

on　her　knees,　 (1Z疹4:,35)

　最後 に迂言法につ いて述べ る。デ ィケ シズは

地の文 や会話の文において 日常の平凡な事象 を

意図的に もって まわ った仰 々 しい言い方 をす る

ことに よって喜劇的効果 を高 める。和解 を求め

るクララのことばに召使 のペゴテ ィーはす ぐに

応 じ、私 を思い きり抱 き しめるこ とによって、

友 好 条 約 を批 准 し た(ratify　 the　treaty　of

friendship)(DC,8)。 あ る晩、ペ ゴテ ィーは

忙 しそうに、私 の タンスを隅か ら隅 までか き回

して いた(making　 the　tour　of　my　wardrobe)

(乃 菰,33)。tourはmake　 a　tour　of　the　city「市

内巡 りをす る」の ように用 いる。テ ィ ッ ド氏の

著書 を隊長 と したユ ライアの書物の一隊が あっ

た(there　 was　 a　company　 of　Uriah's　 books

commanded　 by　Mr.Tidd)(1磁,17)。 テ ィッ

ド氏の本を筆頭 に何冊かのユ ライアの本 があっ

たのである。 ミコーバ ーは単刀直入 な表現 を潔

しと しない修辞 家で ある。彼 は、双子 が乳離れ

した ことを、「自然の泉か ら栄養 を取 るこ とが

出来 な くなった」(The　 twins　no　longer　 derive

their　sustenance　 from　 Nature's　 founts(=

fountains))と 表 現 す る(乃 以)。 彼 は また真 の
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友 を 、 「友 情 の 聖 壇 に お け る 司 祭 殿 」(aworthy

mininster　 at　the　sacred　 altar　of　friendship)と

物 々 し く言 う(乃 鼠)。 ミス ・モ ウ チ ャ ー は 、

頭 を 刈 る を 、 「極 地 探 検 を す る 」(explore　 the

polar　 regions)と お ど け る 。

　 `Well,well!'she[Miss　 Mowcher】said,　 smit・

ing　 her　 small　 knees,　 and　 rising,`this　 is　not

business.　 Come,　 Steerforth,　 let's　explore　 the

polar　 regions,　 and　 have　 it　over.'　 (lbid.,22)

　 運 送 屋 の バ ー キ ス は"alittle　 near"「 ち ょ っ

と し た 締 ま り屋 」 で 、 お 金 を ど っ さ りベ ッ トの

下 の 箱 に し ま っ て い る 。 妻 の べ ゴ テ ィ ー は 毎 土

曜 日 の 支 払 い を 出 して も ら う た め に は 、 長 く入

念 な 計 画 、 議 会 爆 破 陰 謀 事 件 顔 負 け の 策 略(a

very　 Gunpowder　 Plot)を 練 ら な く て は な ら な

か っ た 。

　 Some　 few　 times,　 however,　 at　long　 intervals,

Iwas　 allowed　 to　go　 there,　 and　 then　 I　found

out　that　Mr.　 Barkis　 was　 something　 of　a　miser,

or,　as　Peggotty　 dutifully　 expressed　 it,　was"a

little　near,"and　 kept　 a　heap　 of　money　 in　a

box　 under　 his　 bed,　 which　 he　 pretended　 was

only　 full　of　coats　 and　 trousers.　 In　this　coffer,

his　riches　 hid　 themselves　 with　 such　 a　tena.

cious　 modesty,　 that　 the　 smallest　 instalments

could　 only　 be　 tempted　 out　 by　 artifice;so　 that

Peggotty　 had　 to　 prepare　 a　long　 and　 elaborate

scheme,　 a　 very　 Gunpowder　 Plot,　 for　 every

Saturday's　 expenses.(lbid.,10)
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